
１ 正常 主観的及び客観的機能低

下は認められない 

５－１０年前と比較して職業上あるいは社会生活上、主観的および客観的にも変

化は全く認められず支障を来すこともない 

２ 年齢相当 物の置き忘れを訴える。

喚語困難 

名前や物の場所、約束を忘れたりすることがあるが、年齢相応の変化であり、親

しい人や同僚にも通常は気がつかれない。複雑な仕事を遂行したり、込み入った

社会生活に適応していく上で支障はない。多くの場合、正常な老化以外の状態は

認められない。 

３ 境界状態 熟練を要する仕事の場面

では機能低下が同僚によ

って認められる。新しい

場所に旅行することは困

難 

初めて重要な約束を忘れてしまうことがある。初めての土地への旅行のような複

雑な作業を遂行する場合には機能低下が明らかになる。買い物や家計の管理ある

いはよく知っている場所への旅行など日常行っている作業をする上では支障はな

い。熟練を要する職業や社会的的活動から退職しまうこともあるが、その後の日

常生活の中では障害は明らかとはならず、臨床的には軽微である。 

４ 軽度の認知症 夕食に客を招く段取りを

つけたり、家計を管理し

たり、買い物をしたりす

る程度でも支障をきたす 

買い物で必要な物を必要な量だけ買うことができない。誰かがついていないと買

い物の勘定を正しく支払うことができない。自分で衣服を選んで着たり、入浴し

たり、行き慣れている所へ行ったりすることには支障はないために日常生活では

介護を要しないが、社会生活では支障を来すことがある。単身でアパート生活を

している老人の場合、家賃の額で大家とトラブルを起こすようなことがある。 

５ 中程度の認知

症 

介護なしでは適切な洋服

を選んで着ることができ

ない。入浴もなんとかな

だめすかして説得する事

が必要なこともある。 

家庭での日常生活でも自立できない。買い物を 1人ですることができない。季節

に合った衣類を選んだりすることができないために介助が必要となる。明らかに

釣り合いがとれていない組み合わせで服を着たりし、適切に洋服を選べない。毎

日の入浴を忘れることもある。なだめすかして入浴されなければならないにして

も、自分で体をきちんと洗うことはできるし、湯の調節もできる。自動車を適切

かつ安全に運転できなくなり。不適切にスピードを上げたり下げたり、また信号

無視したりする。無事故だった人が初めて事故を起こすこともある。きちんと服

が揃えてあれば適切に着ることはできる。大声を上げたりするような感情障害や

多動、睡眠障害によって家庭で不適応を起こし医師による治療的かかわりがしば

しば必要になる。 

下記から当てはまる番号を１つ選んでください。 

裏へ続く 



 

6(a) やや高度な認

知症 

不適切な着衣 寝巻の上に普段着を重ねて着てしまう。靴紐が結べなかったり、ボタンを掛けら

れなかったり、ネクタイをきちんと結べなかったり、左右を間違えずに靴をはけ

なかったりする。着衣も介助が必要になる。 

6(b) やや高度な認

知症 

入浴に介助を要する。入

浴を嫌がる 

お湯の温度や量が調節できなくなり、体もうまく洗えなくなる。浴槽に入ったり

出たりすることもできにくくなり、風呂から出た後もきちんと体を拭くことがで

きない。このような入浴の障害に先行して、風呂へ入りたがらない、嫌がるとい

う行動がみられることもある。 

6(c) やや高度な認

知症 

トイレの水を流せなくな

る 

用を済ませた後、水を流すのを忘れたり、きちんと拭くのを忘れる。あるいは済

ませた後、服をきちんと直せなかったりする。 

6(d) やや高度な認

知症 

尿失禁 時に（C）の段階と同時に起こるが、これらの段階から数カ月の間隔があること

が多い。この時期に起こる尿失禁は尿路感染やほかの泌尿器系の障害がよくおこ

る。この時期の尿失禁は適切な排泄行動を行う上での認知機能低下によって起こ

る。 

6(e) やや高度な認

知症 

便失禁 この時期の障害は（ｃ）や（ｄ）の段階でもみられることがあるが、通常は一時

的にしろ、別々にみられることが多い。焦燥や明らかな精神病様症状のために医

療施設を受診することも多い。攻撃的行為や失禁のために、施設入所が考慮され

ることが多い。 


